
城西国際大学薬学部　5年生　小澤　遥

薬用部位

薬効

生薬名

用途 浮腫、瘀血、イボ取りに用いられる。
参苓白朮散 (ジンレイビャクジュツサン )、麻杏薏甘湯
(マキョウヨクカントウ )、薏苡仁湯 (ヨクイニントウ )など

消炎、鎮痛、利尿作用

種子

薏苡仁(ヨクイニン) 局方生薬

　

最
近
、
ハト
ム
ギ
のお
茶
や
サ
プ
リ
メ
ント
、

ス
キ
ン
ケ
ア
用
品
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
、

健
康
と
美
容
に
深
く
関
わ
っ
て
いる
と
感
じ
ま

す
。

　

中
国
、
イ
ンド
シ
ナ
地
方
原
産
の１
年
草

で
日
本
に
は
古
く
に
渡
来
し
、
今
で
は
各
地

で
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
鳩
が
好
ん
で
食
べる

こ
と
か
ら
「
ハト
ム
ギ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
同
じ
イ
ネ
科
の
ジ
ュズ
ダ
マに
似
て
い

て
違
いが
分
か
り
に
く
いで
す
が
、
ハト
ム
ギ
の

花
は
垂
れ
下
が
る
よ
う
に
咲
く
の
に
対
し
、

ジ
ュズ
ダ
マは
上
を
向
いて
咲
く
点
が
見
分
け

る
ポ
イ
ント
で
す
。

　

草
丈
は
約
１
～
1.5
ｍ
で
茎
は
直
立
し
、

葉
は
長
さ
30
～
60
㎝
、
幅
2.5
㎝
と
細
長
い

で
す
。
８
～
10
月
に
花
が
咲
き
、
そ
の
後
に

果
実
が
実
り
ま
す
。
果
実
は
楕
円
形
の
茶

褐
色
で
、
薄
く
線
が
入
って
いま
す
。

　

果
実
を
採
集
し
、
果
皮
と
種
皮
を
除
き

日
干
し
に
し
た
種
子
は
「
薏
苡
仁(

ヨク
イ
ニ

ン)

」
と
呼
ば
れ
、
薬
用
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。
種
子
に
は
デ
ンプ
ン、
タ
ンパ
ク
質
、
脂

肪
油
が
含
ま
れ
栄
養
が
豊
富
で
す
。
消
炎
、

鎮
痛
、
利
尿
作
用
な
ど
が
あ
り
、
浮
腫
を

解
消
し
、
イ
ボ
を
取
り
、
肌
を
潤
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。
漢
方
薬
の
麻
杏
薏
甘
湯
、
薏

苡
仁
湯
な
ど
に
配
合
さ
れ
て
いま
す
。 

。

学名：Coix lacryma-jobi L. var. mayuen Stapf 　科名：イネ科
ハトムギ

肌の健康維持Vol.61



城西国際大学薬学部　６年生　井伊　潤也

薬用部位

薬効

生薬名

用途 止血薬、下痢止め、皮膚症状の外用剤として用いられる。

止血、止瀉、消炎作用

根

地楡（チユ）

　

ワ
レモコウ
は
日
本
お
よ
び
中
国
、
朝
鮮
半

島
、
ヨー
ロッ
パ
に
生
育
す
る
多
年
草
で
す
。

枝
先
に
つけ
る
赤
茶
～
赤
紫
色
の
穂
状
花
序

が
印
象
的
で
す
。
日
本
で
は
草
原
や
山
地
に

自
生
し
て
お
り
、
秋
の
野
草
と
し
て
知
ら
れ
て

いま
す
。
春
の
生
え
始
め
の
時
期
に
は
、
若

葉
を
お
ひ
た
し
に
し
て
食
べら
れ
ま
す
。

 　

ワ
レモコウ
の
根
茎
を
日
干
し
し
た
も
の
は
、

「
地
楡(

チ
ユ)

」
と
いう
生
薬
で
す
。
成
分
と

し
て
は
サ
ポ
ニン配
糖
体
や
、
お
茶
等
の
渋
味

に
関
係
す
る「
タ
ンニン」
が
含
ま
れ
て
いま
す
。

こ
の
生
薬
の
煎
じ
汁
が
、
吐
血
や
血
便
、
月

経
過
多
に
お
け
る
止
血
薬
や
下
痢
止
め
と
し

て
用
いら
れ
ま
す
。
属
名Sanguisorba 

に

は
「
血
を
吸
う
」
と
いう
意
味
が
あ
り
、
こ
の

生
薬
の
止
血
作
用
に
由
来
し
ま
す
。
ま
た
、

煎
じ
汁
を
外
用
剤
と
し
て
用
いる
こ
と
で
、
や

け
ど
や
湿
疹
等
の
皮
膚
症
状
に
も
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
いま
す
。

 　

和
名
は
「
吾
亦
紅
」
と
表
記
さ
れ
、「
目

立
た
な
い花
だ
が
、
よ
く
見
る
と
紅
色
で
美
し

い
花
だ
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
いま

す
。
花
が
秋
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
、
秋

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
生
け
花
に
用
いら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
散
歩
を
す
る
際
は
、
ワ
レモコウ
の

可
愛
ら
し
い花
を
眺
め
、
し
み
じ
み
と
秋
を
感

じ
て
み
て
は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Sanguisorba officinalis L. 　 科名：バラ科
ワレモコウ

秋色の止血薬Vol.62



城西国際大学薬学部　5年生　桐谷　真奈美

薬用部位

薬効

生薬名

用途 痛風に対する鎮痛薬

また、農業用や園芸用の品種改良に用いられる。

消炎、有糸分裂阻害作用

種子、鱗茎

コルヒクム子（コルヒクムシ、種子）

コルヒクム根（コルヒクムコン、鱗茎）

イヌサフランの葉

　

 

痛
風
と
いう
疾
患
を
気
に
さ
れ
て
いる
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性
に
多
い

疾
患
で
す
。
ビ
ー
ル
な
ど
に
含
ま
れ
る
プ
リ
ン

体
を
摂
り
過
ぎ
る
と
尿
酸
が
体
内
に
蓄
積

し
、
こ
の
状
態
が
持
続
す
る
と
発
症
し
て
し
ま

いま
す
。
こ
の
痛
風
の
治
療
に
用
いる
の
が
イ
ヌ

サ
フ
ラ
ンの
種
子
と
鱗
茎
に
含
ま
れ
る
「
コルヒ

チ
ン」
と
いう
成
分
で
す
。

　

イ
ヌ
サ
フ
ラ
ンは
ヨー
ロッ
パ
中
南
部
お
よ
び

北
ア
フ
リ
カ
の
湿
った
草
原
に
群
生
す
る
多
年

草
で
、
日
本
で
も
薬
用
、
観
賞
用
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
中
に
鱗
茎
が
あ
り
、

春
に
は
こ
の
鱗
茎
か
ら
直
立
し
た
葉
が
出
る
の

で
す
が
、
葉
は
夏
に
は
枯
れ
、
葉
の
な
い秋
に

漏
斗
状
で
淡
紅
紫
色
の花
が
咲
き
ま
す
。

　

生
薬
名
を
「
コル
ヒ
ク
ム
」
と
言
い、
種

子
と
鱗
茎
を
使
用
し
ま
す
。
含
有
さ
れ
る「
コ

ルヒ
チ
ン」
は
痛
風
の急
性
発
作
に
よ
る
激
痛

を
鎮
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

コル
ヒ
チ
ン
は
過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま
う
と
毒

性
を
示
し
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も

あ
る
ので
、
見
た
目
が
似
た
食
用
植
物
のギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニンニク
な
ど
と
の誤
食
に
注
意
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
薬
の
コル
ヒ
チ
ンを
服
用
し
て

いる
方
は
用
法
用
量
を
守
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い。 

学名：Colchicum autumnale L. 　科名：ユリ科
イヌサフラン

痛風のつらい痛みにVol.63



城西国際大学薬学部　5年生　桐谷　真奈美

薬用部位

薬効

生薬名

用途 鎮静、鎮痛、通経薬として生理痛、月経不順、風邪などに

用いる。

また、香辛料や精油としても用いられる。

子宮収縮、鎮静作用

柱頭（めしべ）

サフラン 局方生薬

　

サ
フ
ラ
ンは
世
界
で
最
も
高
価
と
言
わ
れ
る

ス
パ
イ
ス
で
す
。
サ
フ
ラ
ンの
雌
し
べを
乾
燥
し

た
も
の
が
古
く
か
ら
料
理
や
薬
用
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
サ
フ
ラ
ンラ
イ
ス
や
パ
エリ
ア

な
ど
の
料
理
に
欠
か
せ
な
いス
パ
イ
ス
で
す
ね
。

料
理
の
色
付
け
に
使
わ
れ
る
場
合
が
一
般
的

で
す
が
、
独
特
な
香
り
は
魚
介
類
と
相
性
が

良
く
香
り
づ
け
に
も
用
いら
れ
ま
す
。

　

サ
フ
ラ
ン
は
ヨー
ロッ
パ
南
部
、
小
ア
ジ
ア

原
産
で
す
。
地
中
に
球
根
を
持
ち
、
葉
は

線
形
で
、
花
が
咲
い
て
い
る
と
き
に
は
短
く
、

花
が
咲
き
終
わ
る
と
長
さ
40
㎝
程
度
ま
で
伸

び
ま
す
。
花
は
淡
紫
色
で
漏
斗
状
、
６
枚

の
花
弁
を
持
ち
ま
す
。
痛
風
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
で
有
名
な
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ンに
名
前
が
似
て
い

ま
す
が
、
両
者
は
花
の
形
こ
そ
似
て
いる
も
の

の
異
な
る
植
物
で
す
。
例
え
ば
、
科
名
も
異

な
り
ま
す
。
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ンは
ユリ
科
で
サ
フ
ラ

ンは
ア
ヤ
メ
科
で
す
。
効
果
も
異
な

り
ま
す
。
サ
フ
ラ
ンは
、
ビ
タ
ミ
ンが

豊
富
で
、
皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に

保
っ
た
り
、
眼
精
疲
労
の
回
復
、

冷
え
性
の
改
善
、
生
理
痛
を
緩

和
す
る
作
用
が
あ
り
、
古
く
か
ら

婦
人
薬
と
し
て
も
用
いら
れ
て
き
ま

し
た
。

学名：Crocus sativus L. 　科名：アヤメ科
サフラン
女性にお奨めスパイスVol.64
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